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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域終末期ケア体制の充実に向けた多職種連携測定ツールとして、在宅医療介
護従事者を対象とした「顔の見える関係構築」、「連携意識」、「連携行動」の３段階的に分けて、各連携力を捉える
スケールを作成し調査協力３市（魚沼、盛岡、別府）の在宅医療介護職1400名を対象にその信頼性・妥当性を確認する
調査を実施し、3スケールを開発した。
３スケールで測定する連携力に関連する要因を分析し、在宅医療介護従事者の連携レベルを高めるのは、連携会議や研
修会参加経験、地域の規模を数万人以内と制限した単位で連携強化をはかること及び看取りや医療ニーズの高い在宅療
養者を支援するチーム連携実績を積むことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： The present 3-years study conducted a survey to investigate the situation of team
work for 1400 healthcare professionals in 3 cities, and developed 3 scales to measure the level of teamwor
k, which are divided into three levels 7 "linkage", "coordination", and "full integration", by confirming 
the validity and reliability.
 The analyses clarified that the factors to strengthen the level of teamwork were: experience to participa
te inter-professional meetings and end-of-life care trainings; to limit the community scale within several
 ten thousands, and to accumulate teamwork experiences to support patients who need end-of-life care and/o
r intensive medical control.
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１．研究開始当初の背景 

 がん以外の終末期ケアは十分に進んでお

らずに研究知見も少ないという世界的な状

況、超高齢化社会を迎え大きな医療介護提

供体制の変革が必要とされるわが国の政策

的動向、及びこれまでの研究過程で見えて

きた看護師間の連携だけでなく地域の多職

種連携の重要性という課題認識があった。   

このため、わが国の地域医療体制、社会

保障制度、及び文化的背景に適した「地域

終末期ケア体制の充実を目指した看護師主

導型の多職種連携ツール」を作成すること

が重要と考え、本研究を実施することとし

た。 

 

２．研究の目的 

本研究では、①国内３地域（盛岡市、別

府市、須坂市）における医療福祉資源の現

況調査と実践家に対するフォーカスグルー

プインタビュー、②上記３地域における在

宅における医療介護職（在宅医、訪問看護

師、ケアマネジャー、介護職）に対する在

宅看取り時の連携の実態を尋ねる質問紙調

査、および③この３地域にて在宅終末期ケ

アを受けた遺族に対する各職種へのケア評

価を尋ねる質問紙調査を実施する。その上

で①～③の結果を基に、質の高い地域終末

期ケア提供に必要な多職種連携要素を抽出

する。そして、④これら要素を盛り込んだ

“地域を単位とした終末期ケア体制の充実

のための看護師主導型の多職種連携ツー

ル”を作成し、連携力を高める要因を明ら

かにする。 

 

３．研究の方法 

 初年度には、①関連テーマの系統的文献、

②先進国の地域終末期ケア指針の運用状況

と連携実態調査、③国内３地域における医

療介護資源の現況調査と当該地域の医療福

祉職に対するフォーカスグループインタビ

ューを実施する。２年目には、①３地域に

おける医療介護職に対する在宅看取り時の

連携の実態調査、②その地域で在宅終末期

ケアを受けた遺族に対する各職種へのケア

評価を尋ねる質問紙調査を実施する。最終

年度には、１～２年目の成果を基に、①地

域を単位とした質の高い終末期ケア提供に

必要な多職種連携要素を抽出し、多職種連

携力を測る多職種連携ツールを信頼性・妥

当性と確認した上で３段階（顔の見える関

係構築レベル、連携意識レベル、連携行動

レベル）に分けて開発するとともに、連携

力を高める要因を明らかにする。 

 

４．研究成果 

 ３年計画で行う研究全体の目的である

「地域終末期ケア体制の充実に向けた多職

種連携測定ツールの作成と検証」を遂行す

るために、初年度には、松戸市の多職種300

名を対象に、終末期ケアにおける連携の実

態把握のための質問紙調査を行い、終末期

ケア連携に関して職種間で担う役割に違い

があることを明らかにした。医療面を支え

るケア提供とその連携は主として医師と看

護師が担う一方で、生活面を支えるケア提

供とその連携は看護師とケアマネジャーが

担っていることを明らかにした。 

２年目には、第二段階として、初年度の

結果と文献レビューの結果、および研究協

力地域である３地域（人口３０万都市の岩

手県盛岡市、人口１２万都市の大分県別府

市、人口４万都市の新潟県魚沼市）の地域

で多職種連携推進役との意見交換を通して、

地域終末期ケア提供に関する①顔の見える

連携構築、②連携意識、および③連携行動

を把握するための評価ツールの開発を行 

った。そして、これら３地域を対象として、

在宅医、訪問看護師、ケアマネジャー、介



護職、薬剤師の５職種1400例を対象に、連

携の実態（①顔の見える連携構築力、②連

携意識力、および③連携行動力）を捉える

ための連携測定ツールを開発するとともに、

これらの職種間や地域間の差異や特徴を把

握するために質問紙調査を実施した。その

結果、699例から回答が得られ、１）地域の

人口規模が小さいほど①顔の見える連携構

築の得点が高いこと、２）終末期ケア経験、

終末期研修受講経験、および終末期ケア会

議に参加をしている程、②連携意識と③連

携行動の得点が高まること、および３）職

種によって連携行動の内容が異なること

（医師は情報発信とチーム管理をチーム形

成の初期段階で行う、日々の具体的な多職

種連携のやり取りや情報発信・収集はケア

マネジャーが中心となって行う、疾患等の

医療の今後の変化を見据えた予測的判断の

共有や平時および急変時の24時間連携体制

の具体化を訪問看護師が行う、介護職は終

末期ケア経験は半数程度しかないが連携参

加意欲は高いこと、薬剤師は経験が少なく

今後の連携参加が課題であること等）の特

徴が示された。 

 3年目には、上記3ツールを用いて、同じ

療養者の遺族、およびその療養者と家族を

支えるためにチームを組んだ在宅医、訪問

看護師、ケアマネジャー、介護職（60ケー

ス×５種）を対象に、職種間では各職種へ

の相互評価、遺族へは各職種の評価とケア

評価について尋ねる把握する調査を実施し

た。その結果、職種間の相互評価について

は、A）３職種間とも高い群、B)３職種とも

低い群、C)医師-ケアマネ間が低い群、D)

他に４分類された。患者に苦痛症状が無く、

医師の顔の見える関係力が高く、３職種と

も看取り経験が豊富であると、3職種とも相

互の連携評価が高く（A群）、患者に苦痛症

状がある場合、医師とケアマネ間の連携評

価は低くなるが、看護師が高い連携行動力

を持ってその２者を繋いでいると考えられ

た（C群）。これら２群が、目指すべき連携

モデルになりうると考えられた。遺族によ

る評価については、チーム満足度や連携評

価は概ね高かったが、死が近づいたときの

説明の評価は低めの割合が高かった。遺族

が最も頼りにしている職種は、医師(40％)

または看護師(45％)が高かった。開始時に

介護スキルへの不安の大きい遺族は、看護

師を頼りにし、医師を頼りにしていた遺族

は後悔が少なかった。このことから、終末

期患者を支える連携の実態として、医療と

介護両面を含めたケア提供は、看護師が中

心的な役割を果たしている状況が示唆され

た。 
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